
各2点

各2点

各3点

高校英語 文法ユニット11 関係代名詞｜定着ドリル（標準）

関係代名詞 定着ドリル（標準） 　年　組　番　名前＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

この紙のゴール: 「名詞＋S＋V」の省略を読み、whose・前置詞＋関係代名詞・数の一致まで使い分けられる

1 （　）内から正しいほうを選ぼう。※1問は「節の中に残してよい語か」を見る問題です。 知識・技能

(1) The message ( which I got / which I got it ) this morning made my day.　it は要る？

(2) I interviewed a woman ( whose / who ) job is to name new colors.　「その人の仕事」

(3) I have two friends who ( likes / like ) the same idol group.　先行詞はどれ？

(4) Soccer is the sport ( in which / which ) my town takes the most pride.　take pride in 〜

2 日本語に合うように、（　）に関係代名詞を1語で書こう（何も入れなくてよいときは × を書こう）。
知識・技能

(1) わたしたちが着ている制服は、有名なデザイナーが考えたものだ。

The uniform ( ) we wear was designed by a famous designer.

(2) 字がきれいな友だちがいる。

I have a friend ( ) handwriting is beautiful.

(3) これが、前に話したアルバムだよ。

This is the album ( ) I told you about.

(4) 何かわたしにできることはありますか。

Is there anything ( ) I can do for you?

3 日本語に合うように並べかえよう（関係代名詞を使わない問題もある・文頭の語も小文字で始めてあ
る）。 知識・技能

(1) 昨夜見た映画は退屈だった。　（night was boring. で終わる）

[ watched / movie / we / the / last ]

(2) 前に話した歌手が日本に来る。　（The で始め、will come to Japan. で終わる）

[ told / about / I / you / singer ]

(3) あれは、門が赤くぬられた寺だ。　（That is で始め、painted red. で終わる）

[ whose / temple / gate / the / is ]
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各4点

高校英語 文法ユニット11 関係代名詞｜定着ドリル（標準）

関係代名詞 定着ドリル（標準）｜ミニ英作と解答

4 関係代名詞（省略もOK）を使って、日本語を英語にしよう。 思考・判断・表現

(1) わたしが毎朝乗るバスはいつも混んでいる。

ヒント: take / crowded

(2) 友だちが貸してくれたマンガを、1日で読み終えた。

ヒント: lent（lend の過去形）/ finish

(3) 屋根が青いあの家が、わたしの家です。

ヒント: whose / roof

解答 　4は一例。文として正しければ広く認めます

1

(1) which I got
which が it の席ごと前に

出た形＝it は書かない。

(2) whose
「その人の仕事」＝〜の。

うしろに名詞 job。

(3) like

先行詞は two friends ＝

複数。動詞はそれに合わせ
る。

(4) in which
takes pride in の in ご

と前に出た形。

2

(1) which（that・×も可）
目的格なので省略できる。

3つのどれでも正解。

(2) whose
「その人の字」＝〜の。省

略はできない。

(3) which（that・×も可） about は文末に残る形。

(4) that
anything には that が好
まれる。×も可。which も

誤りにはしない。

3

(1) The movie we watched last (night was boring.)
関係代名詞ゼロの並べかえ——「名詞＋S＋V」の形をそのまま

作る。

(2) (The) singer I told you about (will come to Japan.) about で終わる節。前置詞は元の席に残してよい。

(3) (That is) the temple whose gate is (painted red.) 物にも whose は使える。

4（解答例）

(1)
The bus (that) I take every morning is always

crowded.
The bus 〜 morning までが大きな主語。

(2)
I finished the comic (that) my friend lent me in a
day.

「名詞＋S＋V」の型。the comic (that) my friend lent me

までがひとかたまり——lent のうしろに it を残さない。

(3) That house whose roof is blue is my house. whose roof is blue が That house を説明。
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